































































































































確かに矢野は大隈 晩年を知らないかもしれないが、それでもその前半生を良く知っているという意味では、 「若いもの」よりも適任であると考えることも可能なはずであり、ここで「若いもの」を適任とした背景には、市島が編纂の主導権 握 た という意図あったの はないか。またこの日の会合では、総務委員に武富時敏、























唯だ明治維新の際を然りとす就中庬然たる大物を求むれば故大隈侯を推さゞるを得ず は寿を享くること八十五歳其生涯は幕末より正に亘り或は出でて朝に立ち或は退きて野に処り政治家たり財政家たり外交家たり思想家たり教育家た 文化の宣伝者 り民衆 指導者たり大理想 以て大力量を運し大胆識を以て大活機を捉へ汪々
二〇


















































く、初期段階では史料収集に力を入れつつも、執筆もかなり早い段階から開始されることになっていた。前述したように、実際の執筆に当たることになったの 相馬由也と高須芳次郎の二名であり、それを市島と中野礼四郎の二人が監修する いう手順になっていたが相馬・高須も、それを監修す 市島・中野も、文筆家ではあ も歴史学者ではなく この人選の時点で、編纂される伝記の性格がある程度規定さ ていた いうことができるかもしれない。　
前述したように三月三一日の委員会で、各巻首の総説と六期の時
















二五日の記述の次に張 込まれている印刷物がそれに当るものと考えられる。そこには「時勢の変化と共に侯の意見も変化せり然れとも常に時勢に一方先つて進化せることを詳記する事」 「民衆を指導教習して国家の進運を計りしこと」 「財政上日本国家の基礎を強固にせんが為め努力せられしこと」 我国を欧米諸国と対
当〔ママ〕
の地位に





















































































整理そのものよりも 伝記編纂の材料を蒐集したいという意図 方が強かったようであ 。したがって、時間 かけて整理する ではなく、未 の状態 大量 文書をごく短期 に調査せざるをえず、所蔵文書すべてを調査するには至らなか 。　
本来であれば、まずはすべての史料を整理点検し、史料相互の関
二四

















早稲田大学図書館所蔵の大隈文書のうち、巻子仕立てになっているものが多数あるが、これはこの時 重 とみなされ「甲」 分類され巻子に仕立てられたものであることがわかる。この整理保存作業



























































































大隈に批判的な言を記している。しかし、この件に関 ては『八十五年史』 は一切記載 ない。聞き取りがどのように利用されたかを物語る一例であろう。　
聞き取り史料には多くの危うさが潜んでいることはいうまでもな











































































































此奏議だけは大隈侯伝であるだけに是非共全文を載せたい量見であつたものを、其処に附箋があつて、全文を引用する必要はない。要点のみを取つて短くせよと る。又此時の大隈侯の挂冠は、薩長参議 故無き包囲攻撃に つて余儀なくされたもので、其内面を暴露することは畏くも先帝陛下の御聡明を顕彰し奉り併せて故侯の冤名を洗雪する所以と信じて力を其描写に用ひたのに対し、其処にも附箋して事実は左様でもあらうが、左様に露骨に書いては先帝 御聡明を害し奉る恐がある。少し筆路を晦渋せよといつた風の注意が記され 居 。
と述べている。史料引用の煩雑を市島が嫌っていたのは前述の通りである。また露骨に大隈を称えることにも否定的であっ 。市島相馬原稿に対し 、本筋と関係のない を書き過ぎ ると批判していたことは先にみたが、それも相馬にしてみれば、 「史学的研究」の一環として政治史の背景を叙述することが必要であると考え









































上野秀治「 『岩倉公実記』編纂過程の研究（上） 」 （ 『皇学館史学』二〇、




の史料学的検討から―」 （ 『近代史料研究』七、二〇〇七年一〇月） 。三井文庫および東京大学経済学部図書館に所蔵されている伝記編纂史料を検討し、その編纂事業が井上馨や三井家にとって有して た同時代的意義について論じている。なお下重氏が検討している『稿本井上馨伝』は井上在世中に進められた編纂事業で、 『世外井上公伝』とは直接的関係を有してはいない。
（６）
 
堀口修「 『明治天皇紀』編修と金子堅太郎」 （ 『日本歴史』六六一、二〇
〇三年六月） 、同「 『臨時帝室編修局史料「明治天皇紀」談話記録集成』について」 （堀口編『臨時帝室編修局史料「明治天皇紀 談話記録集成』九、ゆまに書房、二〇〇三年） 、同「明治天皇紀編修と近現代の歴史学」 （ 『明
『大隈侯八十五年史』編纂過程とその特質
三一









  大正十年十月以降大正十一年』 （イ四―一九一九―五八三） 。
（
10）  『双魚堂日誌
  大正十年 月以降大正十一年』 。
（
11）  『双魚堂日誌

















17）  『大隈侯伝記編纂要録』 、 壬戌漫録





19）  『大隈侯伝記編纂要録』 、 『双魚堂日誌
  大正十一年二月以降』 （イ四―一九
























































  四』 （イ四―一九一九―三四五） 。
（
43）  『壬戌漫録







































































































73）  「大隈侯八十五年史編纂始末」 （ 『大隈侯八十五年史』第一巻）序六二頁。
